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　　昨年一年間、私から法人内スタッフへ向けて毎週発行していた「ちむどんどん」が、５０号
　　になりました。キリのいいところで（？）法人外の方にも読んでいただけるよう、リニュー
アルを決意！！　一ヶ月の間の出来事と、その中で私が感じたことなどなどを、肩に力を
入れず書いていこうと思います。

ちなみに「ちむどんどん」は、沖縄の言葉で“胸がドキドキ、心躍る･･･”のような意味です。
７月の出来事より
７／２３（土）ヨッテクにて
　横浜市リハビリテーション事業団主催で、毎年行われている『ヨコハマ・ヒューマン＆テクノランド～福祉を支える人とテクノロジーの総合展～』通称ヨッテク。今年は特別企画として、「大震災から考える横浜の福祉」をテーマに、基調講演とシンポジウムが行われた。講演は、仙台で福祉用具の開発等を手掛ける会社を主宰している、ご自身も車いすの方から、東日本大震災当日とその後の状況、この経験を通し、今考えていることなどのお話だった。途中、女川町の病院に勤めるＰＴ（理学療法士）の方からの報告もあった。変わり果てた街の写真と共に、被害の甚大さ、直後の不眠不休の日々をたんたんと語る口調は、自然の猛威に静かに戦う人間の凄みのようなものさえ感じられた。私たちは、こうした体験を伝えていただくことから、自分たちが何をどう備えていくべきか、それを学ばせてもらうのだ。
　シンポジウムは、横浜で活動する５人それぞれの立場からの発言。障害者地域活動ホーム、精神障害の方の生活支援センター、訪問看護ステーション、横浜市健康福祉局、そして私も“重い障害の人にとって”という立場から登壇した。人的被害はなかったものの、大混乱となったあの日３・１１の、朋とケアホームの状況、明らかになった課題、取り組もうとしている対策などを話した。震災後、朋の通所者に行ったアンケートからは、特に、安否確認の体制と避難のための移動手段の確保の必要性が明らかとなった。「医療機材と必要な物品をすべて持って避難することはできない」という声はそのまま日々の生活の不安さを物語っている。
[image: image3.wmf]基調講演の最後に、災害対策は『自助＞共助＞公助』と言われた言葉が心に残った。まずは各事業所で、そして法人として備えるべきことをきっちり整える。その上で地域の方々や行政にお願いしたいことを、より具体的に伝えていく。東日本大震災で犠牲となった多くの方に報いるためにも、この未曽有の大惨事から、せめて一つでも多くの教訓を得ていかなければ。
７／３０（土）３１（日）桂台まつり

[image: image4.wmf]　今年も自治会主催・恒例の桂台まつりのシーズンが来た。盆踊りや出店で楽しむ人たちでごったがえすこのお祭りに、毎年訪問の家からは、朋と径が出店している。車いすの人を含め、障害のある人がこんなにたくさん参加している地域の祭りを、私は見たことがない。そして、障害のある人を特別視するような視線を一切感じない祭りだ。街中を練り歩くお神輿は、今年も朋と桂台ケアプラザの玄関前で威勢のいい姿を披露してくださった。御輿の担ぎ手には、朋とケアプラザのスタッフも、汗だくの真っ赤な顔でがんばっている。長い年月を経て、この地域の仲間になることができた･･･そう感じられてうれしい。今年は、スタッフから声が挙がり、出店の利益をすべて仙台つどいの家の義援金にすることに決めた。子どもたちの夏の思い出、仲間同志の団結、地域の活性化等のため、地域の人たちのエネルギーが結集する中に、障害のある人もその一員としてそこにいる。誰かのために、お互いのために、がんばり、そして楽しめるイベントが今年も開催され、その輪の中に居られることを、いつもにもまして幸せに感じる祭りだった。だからこそ、利益は被災地へ贈りたい。やっぱり、いつもとは少し違う夏だ･･･。
　
ラーの会横浜大会骨格決定！

　昨年、兵庫は伊丹の国本さんらの呼びかけで発足した「重症心身障害児・者といわれる方々らと共に生きる会（通称、ラーの会）」その第１回の集まりが、８月２７日、横浜で行われることとなった。国本さん（伊丹・しぇあーど）、清水さん（西宮・青葉園）、名里で中身の相談をし、開催まで１ヶ月半という時期にようやく骨格が決まった。
　新しい法律・制度が検討されている今、地域で暮らす重い障害のある人の実体は、明らかになっているとは言えない。２５年前、朋のスタッフとしてこの仕事に携わりはじめた私でさえ、全国各地の状況はわかっていない。まず、重症心身障害児者といわれる人の地域生活に携わる人たちで集まり、現状を共有しましょう！！　そして、これからつながっていきましょう！！　というための第一歩としたい。ワクワクしてきた！ちむどんどんさっ！

～ケアホームＡさん母とのお別れ～

　ケアホームで暮らすＡさんの母が亡くなられた。Ａさんと母とは、私が仕事を始めた時からのおつきあい。スポーツカーの助手席にＡさんを乗せ、さっそうとドライブに出かける母の姿は、障害の子を持つ母という、私の勝手なイメージをぶち壊した。かっこいい人だった･･･。

　病床にかけつけたＡさんに、かすかに体を動かし、おだやかな顔を見せた母。何より、Ａさんのことを案じていただろう。葬儀への参列等、Ａさんが息子としての務めを果たすことを、ケアホームスタッフを中心に助けることができた。ケアホームで暮らし始めて１０数年、スポーツ観戦やコンサートを楽しみ、ひょうひょうとした独特の存在感で、出会った多くの人がなんとなくまた声をかけたくなるような、彼らしい生活を築いてきた。たくましく暮らすＡさんを見届け、「あとは大丈夫！」と、きっと母も思ってくれていたのではないか…。
　これからは、こういうことが増えていくのだろう。つらく、寂しいが、こういう支援をできることはむしろ幸せなのかもしれない。親の方々が、自分にもしものことがあっても、本人なりに、本人らしく暮らしていくだろう、そう思えるような暮らしを一緒につくっていきたい。そんな思いも込め、「いろいろ見守っていてね」と手を合わせた。
　


　　　　　　　　　　　　　　リニューアル！というわりに、結局体裁は、前と変わらず･･･

　　　　　　　　　　　　　　とりあえず、真夏の花火のように一発で終わらぬよう、がんばります。　　　　　　　　　　　
平成２３年８月８日　　名里晴美
